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第３ 無業者の就業希望

１ 就業希望者

（ ） 就業希望者数

無業者の就業希望者数は、男女ともに減少

無業者に占める就業希望者数は 万 千人で、平成 年と比べると 万 千人減少し

ている。

男女別にみると、男性は 万 千人、女性は 万 千人となっている。平成 年と比

べると、男性は 万 千人、女性は 万 千人、それぞれ減少しており、女性の減少が男

性を上回っている。

また、無業者に占める「求職者数」は 万 千人で、平成 年と比べ 万 千人減少

している。

男女別にみると、男性は 万 千人、女性は 万 千人となっている。平成 年と比

べると、男性は 万 千人、女性は 万 千人、それぞれ減少している。

（表 、都道府県編第 表）

無業者 △ 108 △ 13 △ 96

　うち就業希望者数 △ 251 △ 102 △ 149

      就業希望者比率 △ 5.1 △ 6.4 △ 4.4

　  うち求職者数 △ 135 △ 79 △ 56

         求職者比率 △ 2.8 △ 5.0 △ 1.7

平成29年 平成24年

総　　数 総　　数
区　　分

男 女 男 女

表3-1　就業希望者数及び求職者数

（単位　千人、％、ポイント）

総　　数

増　減　数

男 女
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（ ） 就業希望の理由

主な就業希望理由は「収入を得る必要が生じた」が最も多い

就業希望者を就業希望理由別にみると、「収入を得る必要が生じた」 万 千人（構成比

％）「知識や技能を生かしたい」 万 千人（同 ％）などとなっている。

また、「うち求職者」については、「収入を得る必要が生じた」 万 千人（同 ％）、

「失業している」 万人（同 ％）などとなっている。

男女別、就業希望理由別に就業希望者をみると、男性は「失業している」 万 千人（同

％）、「収入を得る必要が生じた」 万人（同 ％）などとなっている。女性は「収入

を得る必要が生じた」 万 千人（同 ％）、「うち社会に出たい」 万 千人（同 ％）

などとなっている。

また、「うち求職者」については、男性は「失業している」 万 千人（同 ％）、「収

入を得る必要が生じた」 万 千人（同 ％）、女性は「収入を得る必要が生じた」 万

千人（同 ％）、「知能や技能を生かしたいから」 万 千人（同 ％）などとなって

いる。

（表 、都道府県編第 表）

うち失業し
ている

うち収入を得
る必要が生
じた

うち知識や
技能を生か
したい

うち社会に
出たい 左記以外

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

注) 左記以外は、「学校を卒業した」、 「時間に余裕ができた」、「健康を維持したい」、「その他」の合計
　である。

就業希望者

就業希望者

就業希望者

（単位　千人、％）

表3-2　就業希望理由別就業希望者及び求職者の構成比

24年
うち

求職者

総　　数区　分

実
数

構
成
比

就業希望者

うち
求職者

うち
求職者

29年

29年

24年

うち
求職者
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（ ） 就業希望の理由

主な就業希望理由は「収入を得る必要が生じた」が最も多い

就業希望者を就業希望理由別にみると、「収入を得る必要が生じた」 万 千人（構成比

％）「知識や技能を生かしたい」 万 千人（同 ％）などとなっている。

また、「うち求職者」については、「収入を得る必要が生じた」 万 千人（同 ％）、

「失業している」 万人（同 ％）などとなっている。

男女別、就業希望理由別に就業希望者をみると、男性は「失業している」 万 千人（同

％）、「収入を得る必要が生じた」 万人（同 ％）などとなっている。女性は「収入

を得る必要が生じた」 万 千人（同 ％）、「うち社会に出たい」 万 千人（同 ％）

などとなっている。

また、「うち求職者」については、男性は「失業している」 万 千人（同 ％）、「収

入を得る必要が生じた」 万 千人（同 ％）、女性は「収入を得る必要が生じた」 万

千人（同 ％）、「知識や技能を生かしたい」3万 4千人（同 15.0％）などとなっている。

（表 、都道府県編第 表）



- 38 - 
 

（ ） 就業希望者の希望する仕事の形態

男女ともに「パート･アルバイト等」の希望が最も多い

就業希望者を希望する仕事の形態別にみると、「パート・アルバイト等」 万 千人（構

成比 ％）が最も多く、次いで「正規の職員・従業員」 万 千人（同 ％）、「自分

で事業を起こしたい」 万 千人（同 ％）などとなっている。

男女別にみると、男女ともに「パート･アルバイト等」が最も多く、男性は 万 千人（同

％）、女性は 万 千人（同 ％）である。

（表 、都道府県編第 表）

　
うち正規の職
員・従業員

うちパート・ア
ルバイト等

　
うち自分で事業
を起こしたい 左記以外

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

総数
男
女

注1）「うちパート・アルバイト等」は、「パート・アルバイト」、　「労働者派遣事業所の派遣社員」、「契約社員」の合計で
　　ある。
注2）左記以外は、「家業を継ぎたい」、「内職」、「その他」の合計である。

構
成
比

就業希望者

実
数

就業希望者

うち
求職者

うち
求職者

総　　数区　分

（単位　千人、％）

表3-3　希望する仕事の形態別就業希望者及び求職者の構成比
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２ 求職者の求職期間

男性が「 年以上」、女性は「 か月未満」が多い

求職者の求職期間をみると、「 年以上」 万 千人（構成比 ％）と最も多く、次いで、

「 か月～ 年未満」 万 千人（同 ％）、「 か月未満」 万人（同 ％）となって

いる。

男女別にみると、男性は「 年以上」 万 千人（同 ％）、女性は「１か月未満」 万人

（同 ％）が最も多くなっている。

（表 、図 、都道府県編第 表）

１か月
未満

１か月～
１年未満

１年以上

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

（単位　千人、％）

表3-4　求職期間別求職者

29年

24年

区　分 総　数

求
職
者

構
成
比

29年

24年

女

男

総数

図 求職期間別求職者の構成比

１か月未満

１か月～１年未

満

１年以上

％
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女

男

総数

図 求職期間別求職者の構成比

１か月未満

１か月～１年未

満

１年以上

％
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３ 非就業希望者

理由は男女ともに「高齢のため」が最も多い

無業者の非就業希望理由は、「高齢のため」 万 千人（構成比 ％）が最も多く、次

いで「通学のため」 万 千人（同 ％）などとなっている。

男女別にみると、男性が「高齢のため」 万 千人（同 ％）が最も多く、次いで「通

学のため」 万 千人（同 ％）、女性も「高齢のため」 万 千人 同 ％ が最も多

く、次いで「通学のため」 万 千人（同 ％）などとなっている。

「出産･育児のため」、「介護･看護のため」、「家事（出産･育児･介護･看護以外）のため」を

理由とする者は、いずれも女性の方が多く、「出産･育児のため」、「家事（出産･育児･介護･看

護以外）のため」については、女性が大半を占める。

（表 、図 、都道府県編第 表）

出産・育
児のため

介護・看
護のため

家事
（出産・育
児・介護・
看護以
外）のため

通学のた
め

病気・け
がのため

高齢のため 特に理由
はない

左記以外

　　総　数

　　　　　男

　　　　　女

　　総　数

　　　　　男

　　　　　女

表3-5　無業者の非就業希望理由別非就業希望者数

構
成
比

区　分

注1） 表頭の各項目については内数である。
注2）  左記以外は、「学校以外で進学や資格取得などの勉強をしている」、「ボランティア活動に従事している」、「仕事をする
　　 自信がない」、「その他」の合計である。

総　数

（　単位　千人、％）

実
数

出産・育児

出産・育児

介護・看護

介護・看護

家事（出産・育児・介護・看

護以外）のため

家事（出産・育児・介護・看

護以外）のため

通学

通学

病気・けが

病気・けが

高齢

高齢

特に理由はない

特に理由はない

その他

その他

女

男

図 主な非就業理由別無業者割合

％
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出産・育児

出産・育児

介護・看護

介護・看護

家事（出産・育児・介護・看

護以外）のため

家事（出産・育児・介護・看

護以外）のため

通学

通学

病気・けが

病気・けが

高齢

高齢

特に理由はない

特に理由はない

左記以外

左記以外
女

男

％


